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【表紙口絵】北
きたしらかわ

白川Ｃ式土器（ 緑
みどり

川
かわ

東
ひがし

遺跡出土）

　国立市の北西部に位置する緑川東遺跡は縄文時代中期から後期にかけて

の集落跡で、住居跡等が４軒発見されました。うち１軒の敷
しきいし

石遺構の中央

部から４本の大形石棒が並べられ、この石棒の周辺からは異なる地域に由

来する土器が出土しました。これらの土器は意図的に置くというよりも無

造作に置かれたり、投げ込まれたものと考えられています。

　表紙の土器は主に関西地方に分布する北白川Ｃ式系統で、時期的には中

期末葉から後期初頭に属すると思われます。他の土器は関東地方の加
か そ り

曽利

ＥＶ式土器と関西・東海地方の影響を受けた中
なか

津
つ

式土器です。

　大形石棒は平成 29 年（2017）に国の重要文化財に指定され、共伴した

表紙の土器と加曽利ＥＶ式土器に赤彩された中津式土器を加えた３点も 　

 附
つけたり

指定されました。

（文：竹尾　進）
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ɹ̍ɹɹொాࢢɹ࢙੻ߴ�ϲࡔੴ࣌ث୅Ҩ੻
時代　縄文時代

遺構 敷
しき

石
いし

住居跡、配
はい

石
せき

遺構

遺物　土器、石器

キーワード　敷石住居跡、国指定史跡

調査概要
高
こう

ヶ
が

坂
さか

石器時代遺跡は大正14年（1925）、日本で

初めて縄文時代の敷石住居跡が発見された遺跡です。

牢
ろう

場
ば

遺跡・稲
い

荷
なり

山
やま

遺跡・八
は ち

幡
まん

平
だいら

遺跡の３地点から構

成されます。牢場遺跡からは敷石住居跡１軒、稲荷

山遺跡からは配石遺構１基、八幡平遺跡からは敷石

住居跡１軒が確認されています。大正15年（1926）

に国の史跡に指定されました。

　高ヶ坂石器時代遺跡は指定後、長らく民有地でした

が、町田市が土地の公有地化を進め、高ヶ坂石器時

代遺跡を整備・活用するため、平成26年（2014）に

『国指定史跡高ヶ坂石器時代遺跡保存管理計画』を策

定しました。計画に基づき史跡の再整備の資料とす

るため３遺跡の遺構の再確認調査を実施しました。

遺跡の再調査
・牢場遺跡
　平成27・29年（2015・2017）、令和２・３年（2020・

2021）に調査を実施しています。牢場遺跡はこれまで円

形の敷石住居跡と考えられていましたが、調査の結果、

柄
え

鏡
かがみ

形の可能性が高いことがわかりました。時代につ

いても、これまで中期加
か

曽
そ

利
り

Ｅ式期のものとされてき

ましたが、大正時代の調査写真や、再調査時の採集遺

物から後期堀
ほりのうち

之内１式期の所産のものと考えられます。

また、令和３年（2021）の調査では敷石住居跡の北西か

ら後期堀之内式期の竪穴建物跡１軒が確認されました。

・稲荷山遺跡
　平成26年（2014）に調査を行いました（第６図）。

調査区の南側では、５～10cmほどの表土下から、こ

ぶし大の礫が確認されました。北側では、25～30cm

ほどの表土下から、大正時代調査の配石遺構が確認

されました。調査の結果、配石遺構は一部が消失し

ていることが判明しましたが、それ以外は大正時代

の調査時のまま保存されていました。また、配石遺

構が住居跡である可能性を調べるため、礫の検出さ

れていない場所の掘り下げを行いましたが、柱穴や

炉跡は確認されませんでした。また、遺構を覆って

いた土の中には多数の土器片が混入していました。土

器片は後期堀之内式を中心に後期～晩期のものです。

・八幡平遺跡
　平成26年（2014）に調査を実施しました（第８図）。

敷石住居跡は敷石面までの調査を実施し、敷石部の

掘り込みプランと、敷石部の南東側に柄部が付帯す

ることが確認されました。北側は敷石が除去されて

おり、掘り方の様相が確認できました。炉跡は中央

やや西側に配される石
いし

囲
がこい

炉
ろ

です。過去の調査では石

皿を含む７個の礫で構成されていることがわかって

いました。しかし、今回の調査では石皿を含む３個

の礫が除去された状態で確認されました。出土遺物

から中期加曽利ＥⅣ式期のものと考えられます。

　これらの調査成果をもとに、平成26年（2014）か

ら令和６年（2024）にかけて整備工事を実施しました。

史跡の再整備
・牢場遺跡
　敷石住居跡は発見以来、実物を見学できるよう覆

おおい

屋
や

をかけ現地で保存されてきました（第３図）。今回の

整備でもそれを踏襲し、これまでの覆屋に近い形の

ものを設け、建物の中に遺構を保存しています。以

前は鉄格子で見づらかったところ、ガラス窓を大き

く取り入れることにより、見やすくなっています（第

１・２図）。遺構周辺の土は漆喰で固め、土が乾燥な

どにより砂状になることを防いでいます。

・稲荷山遺跡
　実物の配石遺構の上に50㎝程の盛土を施し、その

上に川原石を用いて遺構を再現しています（第４図）。

・八幡平遺跡
　実物の敷石住居跡の上に１ｍ程の盛土を施し、その

上に川原石を用いて遺構を再現しています（第５図）。

八幡平遺跡は高台に立地するため見晴らしが非常によ

く、横浜方面を眺望することができます（第７図）。

　高ヶ坂石器時代遺跡の発見以降、町田市内では数

多くの遺跡が調査されています。特に縄文時代の遺

跡が多く、「縄文のまちだ」と言っても過言ではあり

ません。「縄文のまちだ」の先駆けとなった高ヶ坂石

器時代遺跡発見から令和７年（2025）10月で100年

の節目を迎えます。この機会に多くの方々が見学に

いらっしゃることをお待ちしております。

೔ຊͰॳΊͯௐࠪ͞Εͨෑੴॅډ੻
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ɹ̎ɹɹ଍ཱ۠ɹҏڵɾ୩ԼɾؒڱҨ੻
時代　古墳時代

遺構　土坑、溝、ピット

遺物　馬の歯、石製模造品、土師器、須恵器

キーワード 祭
さい

祀
し

遺跡、意図的に打ち欠いた大量

  の土器片、破断面を磨き整えた土師器、馬の歯

調査概要　
伊
い

興
こう

・谷
やじ

下
った

・狭
はざ

間
ま

遺跡は、足立区の東伊興１丁目

から４丁目及び伊興本町１丁目から２丁目にまたが

る範囲に所在する、足立区で最大の面積を誇る遺跡

です。北を大宮台地、東を下総台地、西を武蔵野台

地に囲まれた東京低地の北西部に位置し、埼玉県と

の境を流れる毛
け

長
なが

川
がわ

流域の微高地に立地していま

す。毛長川はかつて幅 200 ｍ以上の大河で、大き

く蛇行していました。当時の水上から内陸への交通

の要所であったと考えられます。当遺跡は、縄文時

代から近世にかけての複合遺跡ですが、集落の形成

は古墳時代初頭にはじまり、特に古墳時代中期に隆

盛をみます。

　令和５年（2023）２月１日から３月 24日まで第

４次調査が実施されました。今回の発掘調査面積は

210㎡で、遺跡範囲の中では北西端に近い箇所です。

調査地点北北東側には渕
ふち

の宮とよばれる伊興氷川神

社があり、北東側には当遺跡の中心と考えられる伊

興遺跡公園が所在します（第１図）。

調査成果
　今回の発掘調査で確認した遺構は、古墳時代の土

坑 30基、溝１条、ピット 41基、古墳時代以降の

溝４条、ピット７基、中世の土坑２基、近世以降の

杭跡群１か所、ピット２基です。遺構及び各グリッ

ドから出土した遺物は、破片点数にして土師器・須

恵器 10,312 点で、意図的に打ち欠いたような状態

で出土するものが多く、１点ごとの平均重量はわず

か 13.6g です。土
ど

錘
すい

などの土製品 16点、石製品は

臼
うす

玉
だま

22 点、石製模造品３点、中世の土器皿１点、

陶器片２点、動物遺体として古墳時代の遺物ととも

に馬の臼
きゅう

歯
し

が出土しています。

　調査範囲では北西側と中央部に多くの遺構が存在

しています。中央部にある 40Ｂ号から 40Ｅ号は

古墳時代の遺物が出土する遺構で、出土遺物に大き

な時期差はなく、遺構を超えて破片同士が接合する

例もみられます。40Ｂ号からは破断面を磨き整え

ている土師器坏
つき

と土師器甕
かめ

（第８図）が出土して

います。40Ｄ号遺構からは柱
ちゅう

状
じょう

の土製品（第９図）

が出土しています。竪穴住居のカマドから出土する

支
し

脚
きゃく

に大きさ、形とも類似していますが、支脚に比

べると器面は丁寧に整えられ、一部に赤
せき

彩
さい

がみられ

ます。同様の土製品は 40Ｃ号遺構と 57号遺構か

らも出土していますが、こちらは赤彩は確認できて

いません。

　他にも石製有
ゆう

孔
こう

円
えん

盤
ばん

、勾
まが

玉
たま

、臼玉が出土していま

す。いずれも滑
かっ

石
せき

製で、有孔円盤・勾玉はともに厚

さ３㎜から４㎜と薄く粗製です。有孔円盤は調査範

囲南西隅の 45号遺構から２点（第７図）、勾玉が

45号と重複する50号遺構から１点出土しています。

臼玉は調査範囲各所から出土していますが、特に調

査範囲西側と、中央部寄りの位置に多く出土してい

ます。臼玉の大きさは径が５㎜前後のものと７㎜強

のものとがあり、小さい方は中央部寄り、大きい方

は西側寄りの位置から出土しています。

　２Ｃ号土坑からは、打ち欠かれた土師器・須恵器

の大甕などとともに 16点を超える馬の歯が出土し

ました（第２～４図）。歯長・歯高のサイズからみ

て１頭分の臼歯で、３歳程度の若年馬と鑑定を受け

ています。動物遺体は、馬の臼歯のみで頭
とう

蓋
がい

骨や下
か

顎
がく

骨、四
し

肢
し

骨などは出土していません。臼歯のほと

んどは解剖学的位置を留めず散在していましたが、

一部は解剖学的位置で並んでいました。このことか

ら、元々は頭蓋骨・下顎骨は存在しており、堅
けん

牢
ろう

な

臼歯のみが残存したと考えられます。馬を儀礼や祭

祀で扱う際にはその頭部を用いる場合が多いのです

が、共伴遺物や、遺跡全体が祭祀遺跡と捉えられて

いることから、出土した馬も儀礼や祭祀に関連する

と考えられます。

　今回の調査範囲は古墳時代の祭祀の場と考えられ

ます。出土した遺物はほとんどが古墳時代中期後葉

から後期の範囲のものです。調査地点から西は地山

であるシルト層面の標高が低いため、調査地点は古

墳時代においては水辺に張り出しており、水辺の祭

祀が行われていたと考えられます。

അͷ಄部を༻͍ͨݹ෿࣌୅ͷࡇ᛾Ҩ੻
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ɹ̏ɹ千୅ా۠ɹӬాொ一ஸ໨Ҩ੻ɹɹ
時代　中世、近世、近代

遺構 掘
ほっ

立
たて

柱
ばしら

建物跡 (中世、近世 )、礎石建物跡

　　　(近世 )、土蔵基礎 (近世 )、煉瓦建物基礎

　　　(近代 )など

遺物　土器、陶磁器、瓦、土製品、金属製品、

　　　木製品、ガラス製品、石製品、骨角製品

キーワード　旗本屋敷、土地造成

調査概要
永
なが

田
た

町
ちょう

一
いっ

丁
ちょう

目
め

遺跡は荒川低地と多摩川低地に

挟まれた武蔵野台地東端の淀
よど

橋
ばし

台
だい

に属し、東に向か

い延びる麹町台地先端部南側の斜面下部に位置する

遺跡です。調査地点南側には溜池の谷筋が広がり、

東側には溜池から北側へ延びる小支谷があります。

江戸時代のこの一帯は「虎
とら

御
のご

門
もん

内
ない

新
しん

道
みち

」と呼ばれる

旗本屋敷が多く集まる一角でした(第１図 )。　

　本遺跡は今回の調査で三度目の調査となり、前回

までの調査で発見されている旗本屋敷の他、中世に

属する遺構や近代の建物跡が発見されました。

・旗本屋敷拝領以前 ( 中世 )
　旗本屋敷拝領以前に属する生活面は一部で段切り

が行われており、形成された緩やかに傾斜する平坦

面から掘立柱建物跡 (第３図 )、竪穴状遺構 (第４

図 )、蔵
ぞう

骨
こつ

器
き

、土坑、ピットが発見されました。また、

調査区内を南北に走る埋没谷があり、斜面の崩落や

埋立てが繰り返されてきたことが明らかになりました。

　遺物は土器や陶磁器、土
ど

錘
すい

などが出土しています。

陶磁器や土器には香
こう

炉
ろ

やかわらけなど特徴的な遺物

が含まれており、発見されている遺構からもこの遺

跡には、居
きょ

館
かん

や寺院と関係のある特殊な施設が存在

したことが想起されます。

・旗本屋敷 ( 近世 )
　先述の掘立柱建物跡やピット群が廃絶されたの

ち、厚いところで１ｍにも及ぶ盛土が行われ、平坦

な土地が造られました。この土地は分割され、それ

ぞれが旗本屋敷として利用されることになります。

　調査区北側は旗本成瀬家、のちに旗本鳥居家が、

南側には旗本川
かわくぼ

窪家、のちに旗本保科家が屋敷を構

えました。また、調査区北西隅は旗本五
ご

井
い

松
まつ

平
だいら

家、

南東隅も旗本林家(吉田家ほか複数回の屋敷替えあ

り)の屋敷の一部にかかっていることが絵図などか

らわかっています。屋敷境には地境の溝や石垣が形

成されました (第５図 )。溝や石垣は近世中の火災

や居住者の変更に伴う造成に際しても継承されてお

り、特に石垣は調査開始時まで地境として残存して

いました。

　火災や居住者の変更などに伴う造成には多量の土

砂が必要となりますが、本遺跡では土砂に加えて廃

棄された瓦や陶磁器も利用されていました。造成に

使用された瓦の中には福岡藩黒田家の家紋である藤
ふじ

巴
どもえ

が描かれた瓦 (第６図 )や福岡藩の瓦生産地で

ある「今
いま

宿
じゅく

」などの刻印の入った瓦が含まれていま

した。

　このほか、旗本屋敷に関わる遺構としては、屋敷

の主体部にあたる礎石建物跡や土蔵基礎、地下室な

どが発見されています。

・佐野常民邸以降（近代）
　明治期に入ると、旗本鳥居家、保科家両家の屋敷

地は明治政府の高官であった佐
さ

野
の

常
つね

民
たみ

邸となりま

す。今回の調査では佐野常民邸であった時期に新た

に構築された遺構は発見されませんでした。しかし

ながら、明治 16年（1883）頃の地図には今回調査

で発見された池状遺構（第７図）と考えられる池が

描かれていることもあり、少なくとも今回調査範囲

においては、佐野常民邸はそれまでの旗本屋敷を居

抜きで利用していたものと考えられます（第２図）。

その後、佐野邸は解体され、商業地・一般宅地とし

て分割されました。今回調査で発見されている煉瓦

基礎（第８図）は佐野邸解体後の宅地の基礎にあた

るものと考えています。

調査成果
　今回の調査では、旗本屋敷拝領以前の遺構、遺物

が発見されたことにより、旗本屋敷拝領以前から地

形の改変が行われ、土地が利用されていたことが明

らかになりました。また、旗本屋敷から近代の佐野

常民邸についても土地造成や土地利用の変遷を探る

知見を得ることができました。

成ܗຊ԰ෑͷ౔஍଄成と԰ෑͷض
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『五千分一東京図測量原図』を一部加工
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『江戸復原図』をもとに作成

第１図　安政 3年（1856）の調査地周辺 第２図　明治 16 年（1883）の調査地周辺

第３図　中世の掘立柱建物跡・ピット群 第４図　中世の竪穴状遺構

第５図　屋敷境の石垣と瓦を多量に含んだ整地層 第６図　福岡藩黒田家家紋「藤巴文」をもつ軒丸瓦

第７図　絵図に描かれた池と考えられる池状遺構 第８図　近代建物の煉瓦基礎
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ɹ̐ɹจ京۠ɹ原ொ੢Ҩ੻
時代　縄文時代、近世、近代

遺構　竪穴建物跡（縄文）、御殿堀、井戸、上水溝、

　　　地下坑（近世）

遺物　縄文土器、かわらけ、土玉、陶磁器、ガラス

 　　 容器、衛生陶器

キーワード　黒浜式、徳川綱吉、小石川御殿、

　　　　　　瘡
かさ

守
もり

稲荷、阪
さか

谷
たに

芳
よし

郎
ろう

調査概要
　文京区原

はら

町
まち

西
にし

遺跡（No.145）は、文京区の小石川植

物園北側に隣接します（第１図）。当センターが発掘

調査した原町遺跡（日本銀行原町家族寮地点：No.21）

のおよそ250ｍ北西に位置します。今回調査した箇

所は、小石川植物園の北側台地部分に立地しており、

「文化財庭園等景観形成特別地区」です。調査の都合上、

調査区を３つに分割して調査しました（第２図）。

・縄文時代前期
　調査区の中央部から縄文時代前期黒

くろ

浜
はま

期の竪穴

建物跡が見つかりました（第３図）。今からおよそ

5,500年前（較正前）の縄文海進として知られる温

暖な時期です。近隣では、お茶の水駅北側に所在す

るお茶の水貝塚が当時の貝塚として知られています。

・小石川（白山）御殿の堀
　小石川（白山）御殿は、徳川綱吉が藩主であった

上
こう

野
ずけ

館
たてばやし

林藩の下屋敷が、延宝8年（1680）に綱吉が

将軍に就任して幕府の御殿となりました。元禄11年

（1698）には「惣
そうがこ

囲い」（堀・土塀・石垣・櫓
やぐら

）が構築

されました。堀は上端幅18ｍ・底部幅7.5ｍ、深さ

5ｍ余りの巨大なもので、御殿の周囲およそ1.8kmを

取り囲んでいました（第４・６図）。御殿堀は元禄９

年（1696）に構築された千
せんかわ

川上水から水を導き入れた

「水堀」です。今回確認された千川上水からの取水口

部分には、大きな板石が３枚配置されていました（第

５図）。板石の上から口縁部と底部が打ち欠かれた花

入れが出土しました。千川上水は、綱吉が江戸市中北

部に給水するために元禄９年（1696）に玉川上水の境

橋（西東京市と武蔵野市の境界付近）から分水して構

築された総延長22kmほどの用水路です。

　宝永６年（1709）に綱吉が死去すると、正徳３年

（1713）に小石川御殿も廃止となり、堀も埋め戻され

ました。埋め戻された堀の跡地は、整地されて武家

屋敷となりました。満々と水を湛えた御殿堀は、わ

ずか15年ほどで姿を消し、小石川御殿本体の地には、

御
お

薬
やくえん

園及び養生所が設けられました。

・瘡守稲荷
　御殿堀を埋め戻した埋め土から「かわらけ」と「土

玉」が大量に出土しました（第７図）。「かわらけ」には、

灯火具として用いられたことを示す煤などの使用の

痕跡はほとんど認められません。過去に記された文

献資料から「かわらけ」と「土玉」が出土した武家

屋敷に「瘡守稲荷」があったことが分かりました。

「稲荷社」には様々な病気を癒す効果がありますが、

「笠森稲荷」は「笠」が「かさぶた（瘡蓋）」の「瘡」

に通じるとして、皮膚病に効果があるとされました。

もともとの笠森稲荷は大阪にありましたが、江戸時

代に小石川御殿跡地の大前家屋敷と谷中の感
かんのう

応寺
じ

に

遷座されました。

　大量の「かわらけ」と土玉が出土した場所は、綱

吉に仕えた小
こ

普
ぶ

請
しん

「大前 孫兵衛」の敷地であること

が確認されました。また別の文書には寛政９年（1797）

には小石川白山の地から谷中に移転したことが記さ

れています。当地には実質80年余り「瘡守稲荷」が

存在したようです。江戸時代の民間習俗が文書と絵

図に記され、実際に地面を掘って出土した考古資料

と見事に符合した興味深い事例です（第８図）。

・日本実業史博物館
　調査区を含む周辺一帯は、明治31年（1898）から阪

谷芳郎の敷地となります。阪谷芳郎は、明治39年（1906）

に第一次西園寺内閣大蔵大臣、明治45年（1912）に東

京市長、大正６年（1917）に貴族院議員となり、日本

ホテル協会会長、専修大学学長など様々な要職を歴任

した実業家でした。昭和16年（1941）に死去した後、

その敷地は渋沢栄一の義理の息子という関係から、龍

門社（現、渋沢栄一記念財団）に引き継がれて、栄一

の孫である渋沢敬三によって日本実業史博物館として

開館に向けて準備されましたが、戦局の悪化により断

念されました。その後、阪谷邸はＧＨＱに接収され、

本調査部分は阪谷芳郎の出身地である岡山県出身の学

生寮を経て昭和25年（1950）に最高裁判所官舎敷地と

なりました。阪谷邸に集積された膨大な収集資料は、

立川に所在する国文学研究資料館に収蔵されています。

খੴ઒఼ޚͷງとᚃकҴՙɺ೔ຊ࣮࢙ۀത෺ؗ
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第１図　ݪொ੢（調査ணखલ）
�����ࣷ॓ࢁ൑ॴനࡋߴ࠷　　　　 ೥ݐங

第２図　調査区全景　େ͖͘３区ʹ෼ׂͯ͠調査

第３図　ೄจ࣌୅લࠇظ඿ݐظ෺跡
　　　　御殿堀によって東側 1/3 を損壊

第４図　１区ʹ͓͚Δ఼ޚງ 	๺౦͔Β 

　　　　Ԟʹ͑ݟΔ໦ʑ͸খ石઒২෺Ԃ

第５図　１区ʹ͓͚Δઍ઒্ਫ஫͗ޱ　൘石３ຕとஔ͔ΕͨՖೖΕ

第̒図　２区ʹ͓͚Δ఼ޚງͷίʔφʔ෦෼（ೆ੢͔Β）

第̓図　ᚃकҴՙʹ൐͏͔ΘΒ͚・౔͢ੵू͕ۄΔେܗ౔޵அ໘

第̔図　খ石઒養ੜॴʹۈΊ͍ͯͨখ઒ݦಓʹΑΔ
　　　　h ᚃ家ࣔ܇ʱʹ͞ࡌܝΕͨᚃकҴՙと門લͷ஡屋
ձ図ॻؗσδλϧΞʔカΠϒࠃཱࠃ）　　　　　　　　
　　　　　����　　　　IUUQT���EM�OEM�HP�KQ�QJE������������）
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ԋᶃɹ江戸Ҩ੻ͷௐࠪをৼΓฦͬͯߨ

１． 江戸遺跡と近世考古学
　明治元年（1868）の事実上の遷都以来、東京で

はさまざまな規模の土木工事が繰り返されてきまし

た。時に大きな震災や空襲にも見舞われ、そのたび

に復興を遂げてきました。しかし東京の地下には、

こうした工事の爪痕をかいくぐって東京以前の遺構

や遺物が残されています。特に注目すべきは近世の

遺跡で、都心部に残されたこの巨大な近世都市の遺

跡は、今では江戸遺跡と呼ばれています。

　江戸遺跡研究の基幹をなすのは、遺跡を発掘し、

さまざまな物質的なデータを取り出すことができる

考古学です。従来、考古学は原始や古代といった古

い時代を研究する学問であるとの認識が強く、近世

を対象とする研究者はごく少数でした。しかし、広

義の遺物を素材として人類の歴史を再構成する考古

学は、文献史学や民俗学などとともに、歴史学を構

成する重要な方法学の一つであると考えます。

　多くの文献史料が残されている近世を知るには、

文献を調べるだけで十分ではないか、あるいは考古

学は多少の役に立つかもしれないが、補助的なもの

に過ぎないだろう、という考えも広く存在します。

しかし、歴史というのは、政治、軍事、経済や、さ

まざまな事件ばかりから成り立つものではありませ

ん。人々の日常の暮らしの変化も重要な歴史の構成

要素です。こうした事柄の解明には、民俗資料を素

材とする民俗学や、物質資料を素材とする考古学が

務めて有効です。

　このように考古学が取り扱う時間的な範囲に制限

はありません。したがって、近世も当然考古学の対

象であり、この時代を研究することで大いに貢献で

きると主張したのが、昭和44年（1969）の中川成夫・

加藤晋平による「近世考古学の提唱」という発表で、

以後近世考古学の重要性が認識されることとなった

のです。

２． 近世考古学の流れ
事ֶ࢝ݹߟͷށߐ　（１）

　東京では、加藤が指導して千代田区内の都立一
ひとつ

橋
ばし

高校構内の発掘調査が行われ、江戸町屋と寺院墓

地の跡などが検出されました。昭和 50年（1975）、

今からちょうど半世紀前のことです。発掘地点は厚

い堆積土で覆われ、多様な江戸時代の遺構が残され

ていました。この調査によって、都心部の地下には

想像以上に良好な形で「江戸」が遺跡として残って

いることが判明したのです。同じ頃、大坂、京都と

いった当時の三大都市でも、近世の遺跡が相次いで

姿を現し、近世都市の考古学がにわかに注目され始

めました。

　さらに東京では、平成４年（1992）から丸の内

三丁目遺跡、汐
しお

留
どめ

遺跡といった広大な大名屋敷の跡

が東京都埋蔵文化財センターによって発掘調査さ

れ、大きな成果が得られました。それまで同センタ

ーは、専ら多摩ニュータウンの開発に対応してきた

のですが、以後、江戸遺跡が主要な調査対象に加わ

ったのです。

ࡧͷऔΓѻ͍ͷ໛ށߐ　（２）
　1970 年代に入ると、国土の再開発に伴う遺跡の

発掘調査体制も全国的に整備が進んできました。80

年代には、折からの開発ラッシュで江戸遺跡の保護

に対する危機感が高まり、都教委は昭和61年（1986）

に、内部に「江戸の取り扱い検討会」を立ち上げ、

当該区の意見を聞きながら検討を進めました。

　文化庁も、近世の遺跡の取り扱い方針を模索する

必要から、直接の問題を抱える都教委と頻繁に意見

交換を行ってきました。その契機の一つとなったの

が、前述の江戸の大名屋敷の大規模な発掘調査でし

た。都心部に残る広大な大名屋敷の取り扱いは、今

後の再開発にも大きな影響を与えると予想されたか

らです。

　平成10年（1998）、文化庁は都道府県教委宛に「埋

蔵文化財の保護と発掘調査の円滑化等について」（略

称「円滑化通知」「平成 10年通知」）を通知、この

中で埋蔵文化財として扱う範囲をおおむね中世まで

とし、近世に属する遺跡については地域において必

߂ઘɹݹ
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要なものを対象とすることができる。近現代の遺跡

については、「地域において特に重要なものを対象

とすることができる」としました。

　この通知を受けて都教委は、各区市町村に「必要

な近世遺跡」、「特に重要な近現代の遺跡」を選定す

るように促し、複数区にまたがる広域な近世都市江

戸については、一定の指針の必要性から、「江戸遺跡」

の範囲を提示しました。都教委の考え方では、江戸

遺跡のほかに宿場町などの近世遺跡、軍需施設など

の近現代の遺跡の提示を期待していたのですが、区

市町村からは大きな反応はみられませんでした。

　こうした経緯を経ながらも、江戸遺跡の発掘調査

は増加の一途をたどり、武家屋敷はもとより町屋敷、

寺院や墓地、江戸城や奉行所など、さまざまな地点

で発掘調査が行われてきました。また、江戸遺跡の

みならず、多摩地域の宿場町や生産遺跡などにも広

がり、その成果は枚挙に暇がないほどです。

３． これからの江戸遺跡
（１）　埋蔵文化財行政の転換
　本来、埋蔵文化財は保護されるべき対象ですが、

開発に際し、大半は抗しきれずにやむなく発掘調査

を行って記録を残し、遺物を回収するという、保護

に準じる対応がとられているのが現状です。東京の

ように地価が高く、開発が盛んな巨大都市ではなお

さら現状保存は難しい状況にあります。ですから、

発掘調査によって蓄積された記録によって支えられ

る今日のような近世考古学研究の隆盛は、このよう

な都市再開発の落し子ともいえます。

　一方で、再開発を推進してきたバブル経済が

1990 年代初頭に崩壊すると、連動して江戸遺跡の

発掘調査も勢いを止め、90年代半ばにピークを迎

えたのち減少に転じます。これは全国的にも同様の

傾向がみられます。これまでの埋蔵文化財行政は、

開発に対して遺跡保護に準じる発掘調査を、いかに

迅速に効率よく推し進めるかということに注力して

きたのですが、この方針を見直す機会が到来したの

です。

　それは平成19年（2007）の文化審議会による「歴

史文化基本構想」や、翌平成 20年（2008）に制定

された「歴史まちづくり法」にも反映されています。

文化財行政が、埋蔵文化財をいかに利活用してゆく

か、という方向にシフトしてゆくこと自体は歓迎さ

れるべき事象かもしれません。各地では、近世城郭

の整備や復元が行われ、それに伴って城郭や城下町

の発掘調査が盛んに行われるようになりました。こ

うした施策の根底には、観光立国の確立という背景

がうかがわれます。埋蔵文化財を観光資源として利

用すること自体は悪いことではありませんが、観光

資源のために埋蔵文化財を掘り起こすのは本末転倒

にもなるので、注意が必要だと思います。

（２）　近世から近現代へ
　半世紀前に、「なぜ近世？」といぶかられた考古

学研究でしたが、近年ではさらに近現代考古学が活

発化しています。その内容はおもに①日本の近代化

の顕彰、②戦争遺跡にみられるような負の遺産の検

証、③生活文化の変容の解明に集約されるようです。

こうした中で、令和４年（2022）から行われた日

本の近代化を象徴する高輪築堤の調査成果が脚光を

浴び、近現代遺跡の取り扱いがにわかに注目されて

きました。そこで文化庁が設置した、埋蔵文化財発

掘調査体制等の整備充実に関する調査研究委員会で

は、この問題を検討し、令和６年（2024）に「近世・

近代の埋蔵文化財保護について」という委員会報告

を発表しました。ここでは主に「平成 10年円滑化

通知」に記された「地域において（特に）必要なも

の」の具体化に努めています。この「報告」の内容

は議論を呼ぶことになると思いますが、特に近世と

近代を同列に扱い、「現代」が抜け落ちていること

に特色がみられます。

　「現代」の扱いは、行政がかかわる「埋蔵文化財」

上の扱いでは理解できますが、今後の考古学上では

大いに議論してもらいたいと思います。それという

のも、現代の歴史資料は文書や遺物といったこれま

での分類では対処しきれない多様性をもっているこ

と、また、当面「現代」を放置しておくことは、近

代初頭に近世城郭を破却したり、敗戦末期に戦時史

料や武器弾薬・軍関連施設を廃棄・破却したりして

おいて、遺跡化した今になって改めて発掘調査を行

うことの不合理を、我々は学んでいるはずだからで

す。近現代を志向する考古学者は、既存の枠にとら

われることなく、歴史資料の新たな取り扱いと保存

の方法を模索する時ではないでしょうか。
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１． 旧本田家住宅について
　歴史的建造物の調査・活用には近年、建築の設計・

施工に活用されるBIM（三次元の形状・構造、部材

情報等の属性を含む建物情報モデルの構築）を手法

として用いるHBIM（Historic BIM・Heritage BIM）

や３Ｄモデルの公開など、デジタルデータによる取

り組みがあります。しかし現在、一般的な建造物の

記録は構造や部材痕跡などの調書作成や写真撮影、

肉眼観察による樹種同定、変遷は主に建造物の特徴

や部材の痕跡、聞き取り調査によって検討されてい

ます。また、建造物は建てられた当時の姿に再現（復

原）されることが多く、移築・新築に伴って建物下

の遺構や部材痕跡が消失するため、釘や金具、壁材

といったミクロな視点からの再検討や広域を対象と

した複合的な研究がみられないのが現在の状況です。

　国立市は多摩川の北側に広がる武蔵野台地の南端

に位置し、旧石器時代、縄文時代から近世の遺跡が

29か所発見されています。令和４年度に旧本田家

住宅主屋・表門（都指定有形文化財：建造物）を含

む範囲が周知の埋蔵文化財包蔵地「本田家住宅跡」

として周知されました。発見のきっかけは現在、国

立市が進めている江戸時代から現代にかけて本田家

の当主が居住した古民家、旧本田家住宅の解体・復

原プロジェクトです。国立市は平成 23年度から本

田家に代々伝えられてきた書画、美術品、民具など

に対して基礎調査（悉
しっ

皆
かい

）を開始、約７万点にのぼ

る資料が当主や地域の歴史を辿ることができる唯一

無二の資料群であると位置付けています。平成 28

年（2016）、本田氏から建物や敷地と共にこれら膨

大な資料群が国立市に寄贈されました。

　本田家は、家伝によれば江戸時代前期には谷
や

保
ほ

に

移住、馬医や医者、書家などを家業とし、地主・名

主として村社会を支えた当主の日記には、新選組の

土方歳三（姻戚関係）や近藤勇に関する記述があり

ます。多摩地域の自由民権運動に携わり、国立大学

町開発に貢献した当主らが、江戸時代以降に居住し

たのが旧本田家住宅です。住宅の創建年代は分かっ

ていませんが、主屋内で発見された享保16年（1731）

の祈
き

祷
とう

札
ふだ

より前に建てられたと推測されており、関

東で最古級の古民家として位置づけられます。

２． 調査成果
　住宅の変遷を明らかにする目的で、令和４年

（2022）～６年（2024）に発掘調査を行っています。

主屋の床下には当初と考えられる礎石や地
じ(ち)

業
ぎょう

、床

などを支える部材に伴う束
つか

石
いし

、増・改築などの痕跡

が認められ、主に江戸時代から近現代の習俗や生活

に関わる遺物が出土しました。現在のところ本田家

に残された記録では確認できない半地下空間と複数

のカマド跡、養蚕に使用された火
か

炉
ろ

、当初から現在

まで土間として機能していたと考えられる主屋西側

では三
た

和
た

土
き

の下から胞
え

衣
な

皿
ざら

や瓶などの埋納遺構など

が検出されました。

　また、当初材と考えられる部材を対象とした加速

器質量分析法（ＡＭＳ法）による放射性炭素年代測

定及びウィグルマッチングの結果、最終形成年輪の

ある大
おお

引
びき

が下限（1716-1731cal ＡＤ）となり、享

保 16年（1731）の祈祷札と合わせて考えると、柱

や大引などの構造材は伐採後に時間を置かず使用さ

れ、主屋完成の直後あるいは数年から十数年後に祈

禱札が設置されたと推測しています。

　なお、設計・施工者が肉眼観察で判断できなかった

部材を中心に樹種同定を実施したところ、多様な樹種

が判明したことから、お互いの結果をフィードバック

することで、観察者には樹種判断の正確性の向上、分

析者には外材の認識など、新たな観点の共有が有効で

あることが分かりました。古民家の解体・復原に伴う

調査では、考古学や自然科学が様々な情報を提供でき

ることから、今後、歴史的建造物の総合的な研究とし

て、地域と人々の歴史の復元への貢献が期待されます。

主要参考文献

くにたち郷土文化館2018『本田家と江戸の文人たち』

中尾七重 2021「合掌造りの謎を解く―14C 年代法を古民家

に適用したら，歴史の新しい見方が生まれた―」『樹木・

木材と年代研究』朝倉書店、pp.78-104

ਗ਼ਫɹ߳
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第１図　旧本田家住宅表門と主屋 第２図　旧本田家住宅解体工事

第３図　半地下空間と石組カマド・炉跡 第４図　火炉（養蚕関連遺構）

第５図

調査区全景
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１． 近世考古学の中の江戸と多摩
　1970年代に近世考古学が本格化していく過程で、

近世遺跡に対する関心は、江戸と多摩で大きな差は

なかったように見えます。

　昭和44年（1969）の中川成夫・加藤晋平による「近

世考古学の提唱」（中川・加藤1969）が発表された頃、

昭和47年（1972）には多摩の八王子市松山廃寺の

調査（八王子市寺田遺跡調査会1973）が行われ、江

戸府内では昭和50年（1975）に千代田区都立一
ひとつ

橋
ばし

高校遺跡の発掘（都立一橋高校内遺跡調査団1985）

がありました。その後、1980年代中頃以降江戸遺跡

の調査は活発化し、近世考古学における調査・研究

の中心地の一つとなりましたが、それとともに近世

の多摩を対象にした考古学も進展しました。

　ここでは、その成果から、とくに都市江戸と多摩

を含めた周辺の村と町の関係について考えてみます。

２． 近世の都市と村の関係について
　近世の都市と村の関係について、民俗学の柳田国

男が「町作りは乃ち昔から、農村の事業の一つであ

った」とする「都市農村連続論」を主張したことは

よく知られています（柳田国男1929）。

　歴史学の塚本学は、これを「村あっての町」「町

あっての村」という言葉で次のように述べています

（塚本1992）。

　（江戸をはじめとする三都や、各地の城下

町・宿場町などの都市での）大量の消費物資

の多くは、村で生産されたし、人も村からき

たものが多かった。都市の繁栄は村に依拠し

たのであり、村があってはじめて町が成立し

た。だが、反面において、近世の村も町あっ

ての村であった。武士身分に専業化したもの

が町に出ていったことで生まれたのが、近世

の村の一般のすがただった。

　このように、近世の都市と村は「連続的」であり、

互いに「依拠」し合う関係であったとする考えを本

論の出発点とします。

３． 「中世」から「近世」へ
　近世都市江戸は、天正 18年（1590）の徳川家康

の江戸入府に始まりますが、それ以前の後北条氏支

配下の江戸は広い武蔵野の一角の寒村ではなく、陸

上交通や水上交通の結節点でした。

　江戸の都市化以前の様相は、発掘調査によって明

らかにされつつあります。文京区小石川一丁目遺跡

では、寛永 12年（1635）にこの地を拝領した、豊

前国小倉藩小笠原家中屋敷の盛土下から畦畔・溝を

ともなう水田跡が検出されました。こうした小石川

谷の江戸時代初期の景観はそれ以前に遡るとされて

います（テイケイトレード株式会社2022）。

　多摩の村落遺跡について、渋江芳浩は 16世紀中

ばまでに集落・居館の廃絶、16世紀後半の水田再

開発（水田の全面化）という考古学的現象を指摘し、

後北条氏支配下の「地方巧者」が村落景観の近世化

を担ったと述べています（渋江 2010）。多摩の村落

景観の「近世」は、都市江戸の「近世」に先行した

ようです。

４． 村の中の陣屋・菩提寺
　17世紀の村には、武士の陣屋や居宅がありまし

た（渋江 2010）。陣屋の伝承地である清瀬市下
した

宿
じゅく

内
うち

山
やま

遺跡の大型掘立柱建物跡や（東京都清瀬市下宿

内山発掘調査会 1986）、「伝柴田屋敷」である三鷹

市島屋敷遺跡の大型掘立柱建物跡、庭園などが発掘

されています（東京都埋蔵文化財センター 1998・

2002）。

　狛江市田中・寺前遺跡、寺前東遺跡では、狛江の

和泉村の一部を支配した、旗本石
いし

谷
がや

家陣屋（下屋敷）

の 17世紀の遺構・遺物が出土しており（国際文化

財株式会社 2016・2019）、石谷家の菩提寺である泉

龍寺には墓所や位牌が残されています（狛江市史編

集専門委員会 2021）。在地を支配した武士と村の関

係については、考古学的知見から考えていく必要が

あるでしょう。

５． 在郷町
　村の中には宿場町・門前町などの在

ざい

郷
ごう

町
まち

が存在し

୩઒ɹষ༤��
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ました。近世都市は、江戸などの三都、各地の城下

町、宿場町などの在郷町とネットワークを形成して

おり、村にとって在郷町はその窓口の一つでした。

　多摩の宿場町では、府中宿跡の調査が行われて

います（府中市教育委員会・府中市遺跡調査会

1996）。18世紀末以降に、甲州街道沿いに町家が建

ち並び、裏に地下室・ごみ穴が構築された様相が示

されています。

６． 村の景観
　近世の村の景観を構成していたのは、民家などの

建物、田・畑、里山などです。多摩の近世民家に

ついては、18世紀まで掘立柱建物が残り、18世紀

後半から 19世紀初頭に礎石建物に変化したことが

指摘されています（渋江 1987、梶原 2001）。また、

永田史子は、旧武蔵・相模地域の埼玉県・東京都・

神奈川県の近世民家の規模の変化と掘立柱建物から

礎石建物への転換時期を検討し、18世紀代の階層

を問わない礎石建てへの転換は、消費社会への民衆

の欲求を反映したものと考えています（永田2024）。

　近世の村の景観は、里山の成立を含む環境史の問

題です。辻誠一郎は、関東平野の弥生時代以降の植

生史と人間活動における変化を明らかにする中で、

近世の 18世紀初頭に森林植生の大規模な改変が行

われ、マツ林やスギ林が人為的に造られたことを指

摘しています（辻 1997）。このように、村の景観は

18世紀に画期があったように見えます。

７． 都市から村へ、村から都市へ、
　近世都市と村の関係は、都市から村へ、村から都

市へもたらされたモノから読み取ることができま

す。土蔵や瓦葺き建物、庭園、墓標などに加えて、

髪飾り・化粧道具、煎茶道具、喫煙具、灯火具・暖

房具、植木鉢などは三都・各藩の城下町から在郷町

にやや遅れて伝播したようです。また、下
しも

肥
ごえ

、薪
しん

炭
たん

、野菜や在地産の焼き物などは、都市と村の関係

を示すものでした（東広島市教育委員会2005）。

　なお、植物生態学の沼田真は、都市環境に物質・

エネルギー・人口・情報などがインプットされ、そ

れらが形を変えて出て行く「都市生態系」を提示し

ています（沼田 1982）。これは都市と村をめぐる環

境史につながる視点だと思います。

８． 東京と多摩の近現代
　東京の近現代考古学の様相は、①殖産興業から産

業革命、資本主義の発展へ、②近代的軍隊の創設か

ら「帝国」の時代へ、③文明開化と西洋文化の受容、

④前近代の社会・文化の伝統と変容に整理すること

が可能であり、近世から近現代の連続性と非連続性

という問題を内包していると考えられます（谷川

2023）。多摩の近現代の産業遺跡や戦争遺跡は首都

東京との関係において論じる必要がありますが、多

摩の西洋化及び前近代の伝統と変容の問題も重要だ

と思います。

引用・参考文献
梶原　勝2001「多摩地域における近世の掘立柱建物」　 『埋

　もれた中近世の住まい』同成社

国際文化財株式会社2016『田中・寺前遺跡―第6次調査（第

　16地点）発掘調査報告書―』

国際文化財株式会社2019『寺前東遺跡―第3次調査（第13

　地点）発掘調査報告書―』

狛江市史編集専門委員会2021『新狛江市史』狛江市  

渋江芳浩1987「近世農家のイメージ」『貝塚』40 

渋江芳浩2010「多摩と江戸の村落景観」『中世はどう変わっ
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　一丁目遺跡』

東京都清瀬市下宿内山発掘調査会1986『下宿内山遺跡』

東京都埋蔵文化財センター1998『島屋敷遺跡』

東京都埋蔵文化財センター 2002『島屋敷遺跡－第３次調査

－』

都立一橋高校内遺跡調査団 1985『江戸　都立一橋高校地点

　発掘調査報告書』

中川成夫・加藤晋平1969「近世考古学の提唱」『日本考古学
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永田史子2024「近世民家の規模の変化とその背景」『日本考

　古学』58

沼田　真1982「都市生態系」『東京の生物史』紀伊國屋書店

八王子市寺田遺跡調査会1973『松山廃寺』

府中市教育委員会・府中市遺跡調査会 1996『武蔵国府関連
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　回安芸のまほろばフォーラム記録集

柳田国男1929『都市と農村』（定本柳田国男集16　筑摩書房）
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回
開催
年月日

開催地 発表遺跡等(口頭・誌上）
講演・討論会・

特別発表・映画等

1

昭和
50年
(1975)
12月14日

小金井市

口頭
【千代田区】一ッ橋高校内遺跡,【新宿区】落合遺跡,【文京区】動坂遺跡,【葛飾区】葛西城址,
【八王子市】椚田第Ⅲ遺跡,【八王子市・多摩市】多摩ニュータウン内遺跡,【小金井市】前原遺
跡,【小平市】鈴木遺跡,【日野市】万蔵院台遺跡,【国分寺市】武蔵国分寺遺跡,【清瀬市】野塩
西原遺跡

2

昭和
52年
(1977)
1月23日

文京区

口頭
【世田谷区】堂ヶ谷戸遺跡,【杉並区】高井戸東遺跡,【八王子市】椚田第Ⅴ遺跡,【府中市】武蔵
国府関連遺跡,【昭島市】経塚下遺跡,【町田市】なすな原遺跡,【小金井市】貫井遺跡,【国分寺
市】武蔵国分寺関連遺跡,【多摩市】中和田横穴墓・多摩ニュータウンNo.27遺跡,【西東京市】
下野谷遺跡

3

昭和
53年
(1978)
3月12日

品川区

口頭
【杉並区】方南峰遺跡,【八王子市】八王子城跡根小屋部分・椚田第Ⅱ遺跡,【府中市】武蔵国府
関連遺跡,【調布市】染地遺跡第Ⅷ地区,【町田市】なすな原遺跡,【小金井市】荒牧遺跡,【小平
市】鈴木遺跡,【国分寺市】武蔵国分寺遺跡・多摩蘭坂遺跡,【清瀬市】下宿内山遺跡,【東久留
米市】新山遺跡,【その他】多摩ニュータウンの基礎調査

4

昭和
53年
(1978)
12月3日

中野区

口頭
【世田谷区】下山遺跡,【八王子市】椚田第Ⅳ遺跡・桜田遺跡,【青梅市】喜代沢遺跡,【府中市】
武蔵国府関連遺跡,【日野市】平山遺跡,【国分寺市】武蔵国分寺遺跡市立第四中学校々地,
【武蔵村山市】吉祥山遺跡,【羽村市】山根坂上遺跡,【あきる野市】前田耕地遺跡,【八丈町】湯
浜遺跡・倉輪遺跡

5

昭和
54年
(1979)
12月9日

杉並区

口頭
【港区】伊皿子貝塚,【世田谷区】下山遺跡,【板橋区】成増1丁目遺跡,【八王子市】神谷原(椚田
第Ⅱ)遺跡・弁天池北遺跡・多摩ニュータウンNo.556遺跡,【青梅市】霞台遺跡群,【府中市】武
蔵国府関連遺跡,【調布市】上布田遺跡第Ⅱ地点(仮称),【町田市】相原坂下遺跡・小山田No.13
遺跡・なすな原遺跡・天沼窯跡,【小金井市】はけうえ遺跡,【日野市】落川遺跡,【国分寺市】武
蔵国分尼寺跡,【あきる野市】前田耕地遺跡

6

昭和
56年
(1981)
3月8日

品川区

口頭
【千代田区】江戸城址竹橋門地区,【世田谷区】堂ヶ谷戸遺跡・嘉留多遺跡・砧７号墳,【渋谷
区】豊沢貝塚,【杉並区】松ノ木遺跡,【八王子市】神谷原(椚田第Ⅱ)遺跡・多摩ニュータウン
No.426遺跡・深沢遺跡・小田野城址,【三鷹市】井の頭池遺跡群A地点,【府中市】武蔵国府関
連遺跡,【調布市】飛田給遺跡,【町田市】成瀬西遺跡群・なすな原遺跡,【国分寺市】武蔵国分
寺遺跡,【東久留米市】多聞寺前遺跡,【多摩市】新堂遺跡,【稲城市】多摩ニュータウンNo.4遺
跡

7

昭和
57年
(1982)
3月14日

立川市

口頭
【新宿区】落合遺跡(目白学園),【目黒区】中目黒遺跡,【世田谷区】上野毛稲荷丸北遺跡・下野
毛岸横穴群,【杉並区】高井戸山中遺跡,【葛飾区】葛西城址,【八王子市】宇津木台遺跡群,【八
王子市・多摩市】多摩ニュータウン内遺跡,【三鷹市】東京天文台構内遺跡・三鷹市No.37遺跡,
【府中市】武蔵国府関連遺跡濱尾ビル地区・美好町タウンホーム地区他・武蔵国分寺遺跡関
連府中病院内地区,【調布市】下布田遺跡,【町田市】小山田No.27遺跡,【日野市】神明上北遺
跡・落川遺跡,【国分寺市】武蔵国分寺遺跡,【多摩市】東寺方遺跡,【あきる野市】前田耕地遺
跡,【その他】東京都島嶼地域の遺跡分布調査

8

昭和
58年
(1983)
3月13日

目黒区

口頭
【港区】旧芝離宮庭園,【目黒区】目黒不動遺跡,【世田谷区】下山遺跡・野毛大塚古墳,【北区】
八幡原遺跡,【八王子市】中野明神社遺跡・宇津木台遺跡群・八王子城跡,【青梅市】馬場遺跡,
【立川市】大和田遺跡,【府中市】武蔵台遺跡・武蔵国府関連遺跡区画整理北口駅前地区他,
【町田市】三輪瓦窯址A-9地点,【小金井市】貫井南遺跡,【日野市】神明上遺跡,【国分寺市】武
蔵国分寺跡,【多摩市】多摩ニュータウンNo.740遺跡・No.769遺跡,【あきる野市】前田耕地遺
跡・二宮城跡,【大島町】下高洞遺跡

【映画】縄文のロマンをさぐる－大島
町下高洞遺跡の調査－

9

昭和
59年
(1984)
2月12日

世田谷区

口頭
【品川区】大井鹿島遺跡,【目黒区】大橋遺跡,【大田区】馬込貝塚遺跡,【世田谷区】堂ヶ谷戸遺
跡・下神明遺跡,【中野区】(仮称)中野刑務所遺跡,【北区】八幡原(星美学園内)遺跡・御殿前遺
跡・中里遺跡,【板橋区】徳丸東遺跡,【練馬区】東早淵遺跡・貫井2丁目遺跡,【八王子市】宇津
木台遺跡・多摩ニュータウンNo.796遺跡,【三鷹市】出山遺跡,【府中市】清水が丘遺跡・武蔵国
府関連遺跡,【調布市】上石原遺跡第5地点,【小金井市】武蔵野公園低湿地遺跡,【日野市】神
明上北遺跡,【国分寺市】恋ヶ窪遺跡・武蔵国分寺跡,【武蔵村山市】吉祥山遺跡,【多摩市】和
田百草遺跡,【稲城市】多摩ニュータウンNo.513遺跡,【大島町】下高洞遺跡,【利島村】大石山
遺跡

【映画】赤土は語る

10

昭和
60年
(1985)
3月3日

調布市

口頭
【文京区】東京大学構内(本郷)遺跡,【北区】袋遺跡,【板橋区】氷川神社北方遺跡,【八王子市】
多摩ニュータウンNo.388遺跡・石川天野遺跡大谷沢地区・滑坂遺跡,【調布市】下石原(はけ
通)遺跡第2地点,【東久留米市】向山遺跡,【多摩市】多摩ニュータウンNo.91遺跡・和田百草遺
跡(塚原古墳群),【新島村】吹之江遺跡
誌上
【品川区】大森貝塚遺跡,【大田区】山王四丁目遺跡,【世田谷区】松原羽根木通遺跡,【北区】御
殿前遺跡,【八王子市】創価大学・太陽の丘遺跡・宇津木台遺跡群,【三鷹市】野水橋横穴墓
群,【青梅市】裏宿・寺改戸遺跡,【府中市】武蔵国府関連遺跡,【国分寺市】武蔵国分寺址,【あ
きる野市】前田耕地遺跡2区,【利島村】大石山遺跡

【特別講演】乙益重隆「装飾古墳壁
画文様の一解釈」

11

昭和
61年
(1986)
3月9日

杉並区

口頭
【港区】芝公園1丁目遺跡,【文京区】東京大学本郷構内遺跡,【世田谷区】下神明遺跡,【中野区】
北江古田遺跡,【板橋区】円福寺西方(段田)遺跡,【八王子市】多摩ニュータウンNo.402遺跡・小
比企向原A・B遺跡・八王子城跡根小屋地区,【調布市】中耕地遺跡第3地点,【多摩市】和田・百
草遺跡(塚原古墳群),【稲城市】多摩ニュータウンNo.513遺跡,【奥多摩町】白丸・西の平遺跡,
【八丈町】倉輪遺跡
誌上
【文京区】真砂遺跡,【目黒区】東山遺跡,【杉並区】塚山遺跡,【北区】赤羽台(星美学園内)遺跡,
【板橋区】四葉地区遺跡,【八王子市】宇津木台遺跡群,【府中市】武蔵国府関連遺跡,【小金井
市】はけうえ遺跡,【国分寺市】恋ヶ窪南遺跡・武蔵国分寺跡,【国立市】下保谷一号墳,【狛江
市】弁財天池遺跡
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回
開催
年月日

開催地 発表遺跡等(口頭・誌上）
講演・討論会・

特別発表・映画等

12

昭和
62年
(1987)
3月8日

国分寺市

口頭
【港区】港区No.87遺跡,【文京区】東京大学本郷構内遺跡医学部付属病院建設予定地点,【世
田谷区】堂ヶ谷戸遺跡,【八王子市】小比企向原C遺跡・多摩ニュータウンNo.692遺跡・八王子
城跡,【府中市】武蔵国府関連遺跡,【小金井市】野川中州北遺跡,【日野市】落川遺跡,【大島町】
下高洞遺跡D地区
誌上
【世田谷区】喜多見陣屋遺跡,【北区】赤羽台古墳群,【葛飾区】葛西城跡南地点,【八王子市】宇
津木台遺跡群・富士見町遺跡,【武蔵野市】御殿山遺跡,【青梅市】城の腰遺跡,【府中市】武蔵
台遺跡,【町田市】小山高町遺跡,【日野市】栄町遺跡,【国分寺市】武蔵国分寺跡,【多摩市】稲
荷塚古墳,【あきる野市】留原遺跡

【講演】滝口 宏「武蔵国分寺につい
て」

13

昭和
63年
(1988)
2月21日

新宿区

口頭
【新宿区】發昌寺跡遺跡,【台東区】護国院遺跡,【板橋区】四葉地区遺跡群,【八王子市】八王子
城跡,【調布市】下石原遺跡第4地点,【町田市】真光寺・広袴遺跡群,【狛江市】弁財天池遺跡,
【多摩市】塚原5号古墳,【稲城市】多摩ニュータウンNo.471-B遺跡・No.471遺跡
誌上
【港区】芝神明町町屋跡遺跡,【新宿区】三栄町遺跡,【文京区】神田上水遺跡,【世田谷区】下山
遺跡,【北区】七社神社前遺跡,【板橋区】早瀬前遺跡,【葛飾区】鬼塚遺跡,【三鷹市】井の頭池
遺跡群A地点,【青梅市】下清水遺跡,【府中市】武蔵国府関連遺跡,【国分寺市】武蔵国分寺跡,
【狛江市】田中・寺前遺跡,【新島村】田原遺跡

【講演】鈴木公雄「近世考古学の可
能性」

14

平成
元年
(1989)
2月12日

北区

口頭
【台東区】白鷗高校遺跡,【北区】御殿前遺跡,【板橋区】大門遺跡,【葛飾区】本郷遺跡,【八王子
市】多摩ニュータウンNo.796遺跡・八王子城跡,【青梅市】丸山遺跡,【町田市】多摩ニュータウ
ンNo.200遺跡,【狛江市】弁財天池遺跡,【八丈町】八重根遺跡
誌上
【新宿区】北山伏町遺跡,【目黒区】東山遺跡,【世田谷区】諏訪山遺跡,【練馬区】弁天池低湿地
遺跡,【八王子市】郷田原遺跡,【立川市】向郷遺跡,【府中市】武蔵国府関連遺跡京所国庁推定
地,【町田市】都道2・1・5号線遺跡・真光寺・広袴遺跡群向遺跡,【国分寺市】武蔵国分寺跡,
【狛江市】東和泉遺跡(仮称),【多摩市】塚原古墳群,【新島村】田原遺跡

【講演】小林三郎「古墳副装(ﾏﾏ)鏡
をめぐる諸問題」

15
平成2年
(1990)
2月25日

練馬区

口頭
【新宿区】内藤町遺跡,【品川区】居木橋遺跡D地区,【北区】七社神社前遺跡,【練馬区】愛宕下
遺跡,【葛飾区】古録天遺跡,【八王子市】館町515遺跡・多摩ニュータウンNo.107遺跡・南多摩
窯址群東京造形大学宇津貫校地内遺跡,【青梅市】霞台遺跡,【国分寺市】武蔵国分寺跡
誌上
【港区】林野庁六本木宿舎跡地内遺跡,【新宿区】戸山遺跡,【目黒区】目黒不動遺跡,【大田区】
多摩川台1・2号古墳,【豊島区】染井遺跡群,【三鷹市】坂上遺跡,【府中市】高倉6号墳,【町田
市】多摩ニュータウンNo.211遺跡(仮称小山城跡),【小金井市】中山谷遺跡,【日野市】南広間地
遺跡43地点,【国立市】南養寺遺跡,【東久留米市】神明山南遺跡,【武蔵村山市】野山第3遺跡

【講演】斎藤 忠「学史における東京
周辺の諸問題」

16
平成3年
(1991)
3月10日

三鷹市

口頭
【新宿区】細工町遺跡,【目黒区】円融寺南遺跡,【世田谷区】岡本前耕地遺跡,【中野区】遠藤山
遺跡,【北区】御殿前遺跡,【立川市】向郷遺跡,【調布市】原山遺跡,【町田市】多摩ニュータウン
No.243・244遺跡・No.342遺跡,【国立市】峰上遺跡,【新島村】田原遺跡
誌上
【港区】港区No.91遺跡,【大田区】多摩川台古墳群1・2・9号墳,【板橋区】板橋市場内遺跡,【練
馬区】中宮遺跡,【葛飾区】本郷遺跡,【青梅市】寺改戸遺跡,【府中市】本宿町遺跡,【町田市】忠
生遺跡B1地区,【国分寺市】武蔵国分寺跡,【狛江市】弁財天池遺跡,【東久留米市】自由学園南
遺跡,【その他】三鷹市域における都市型分布調査の課題

【講演】新藤康夫「史跡 八王子城跡
の整備事業」

17
平成4年
(1992)
3月20日

板橋区

口頭
【新宿区】尾張藩上屋敷遺跡・四谷三丁目遺跡,【品川区】池田山北遺跡,【目黒区】新富士遺
跡,【世田谷区】野毛大塚古墳,【板橋区】成増との山遺跡,【練馬区】東京外かく環状道路練馬
地区遺跡,【調布市】染地遺跡,【町田市】多摩ニュータウンNo.916遺跡,【国分寺市】恋ヶ窪東
遺跡
誌上
【新宿区】高田馬場三丁目遺跡,【文京区】東京大学本郷構内遺跡医学部附属病院外来棟地
点,【北区】亀山遺跡,【板橋区】四葉地区遺跡,【葛飾区】立石遺跡,【八王子市】南多摩窯址群
G-36・66号窯址・八王子城跡,【三鷹市】島屋敷・柴田陣屋遺跡,【青梅市】大平遺跡,【府中市】
武蔵国府関連遺跡,【調布市】飛田給北遺跡,【日野市】南広間地遺跡,【国分寺市】武蔵国分寺
跡

18
平成5年
(1993)
2月14日

葛飾区

口頭
【世田谷区】野毛大塚古墳・喜多見陣屋遺跡,【北区】豊島馬場遺跡,【練馬区】南於林遺跡,【葛
飾区】立石遺跡,【八王子市】八王子城跡,【青梅市】新町の大井戸,【町田市】多摩ニュータウン
No.939遺跡,【国立市】南養寺遺跡
誌上
【千代田区】一番町遺跡,【港区】伊勢菰野藩土方家屋敷跡,【新宿区】市谷本村町遺跡,【渋谷
区】北青山遺跡,【北区】東谷戸遺跡・飛鳥山遺跡・宮堀北遺跡・七社神社前遺跡・七社神社裏
遺跡,【練馬区】東京外かく環状道路練馬地区遺跡,【葛飾区】新宿町遺跡,【国分寺市】武蔵国
分尼寺跡,【国立市】下谷保遺跡

19
平成6年
(1994)
2月13日

小平市

口頭
【文京区】東京大学本郷構内遺跡工学部14号館地点,【板橋区】志村坂上遺跡F地点,【足立区】
伊興・舎人遺跡,【八王子市】北大谷古墳,【青梅市】駒木野遺跡,【府中市】武蔵台東遺跡,【小
平市】鈴木遺跡,【日野市】落川区画整理地区,【国分寺市】多摩蘭坂遺跡
誌上
【港区】旧汐留貨物駅跡地内遺跡,【練馬区】栗山遺跡,【葛飾区】上千葉遺跡,【八王子市】多摩
ニュータウンNo.72遺跡・南八王子地区No.11遺跡,【三鷹市】島屋敷遺跡,【町田市】多摩ニュー
タウンNo.327・330遺跡,【国分寺市】武蔵国分尼寺跡,【新島村】帆縫原遺跡

【講演】金子浩昌
「動物遺体と考古学」
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回
開催
年月日

開催地 発表遺跡等(口頭・誌上）
講演・討論会・

特別発表・映画等

20
平成7年
(1995)
2月19日

目黒区

口頭
【目黒区】大橋遺跡,【大田区】環8光明寺地区遺跡,【北区】飛鳥山遺跡,【板橋区】菅原神社台
地上遺跡,【八王子市】南多摩窯跡群八王子ニュータウン地区,【青梅市】山根遺跡,【国立市】
関鋳物跡遺跡,【多摩市】稲荷塚古墳,【日の出町】三吉野遺跡群欠上・下モ原地区
誌上
【新宿区】江戸城外堀跡・四谷御門外町屋跡,【台東区】東京国立博物館構内遺跡平成館(仮
称)建設予定地,【墨田区】錦糸町駅北口遺跡,【北区】御殿前遺跡・志茂遺跡・田端西台通遺
跡・十条久保遺跡,【板橋区】四葉地区遺跡,【三鷹市】羽根沢台遺跡,【国分寺市】武蔵国分尼
寺跡

【講演】吉田 格「目黒区の遺跡と遺
物」

21
平成8年
(1996)
2月4日

墨田区

口頭
【港区】善福寺寺域遺跡,【新宿区】西早稲田三丁目遺跡,【台東区】上野忍岡遺跡群,【大田区】
宝来山古墳,【北区】豊島馬場遺跡,【足立区】若宮八幡神社遺跡,【葛飾区】鬼塚遺跡,【八王子
市】打越大畑遺跡,【府中市】武蔵国府関連遺跡武蔵国庁推定地,【町田市】多摩ニュータウン
No.200遺跡・No.201遺跡,【国分寺市】武蔵国分尼寺跡北方伝祥応寺跡地区

【記念講演】白石浩之「南関東地方
の旧石器文化」

22
平成9年
(1997)
2月2日

八王子市

口頭
【港区】旧汐留貨物駅跡地内遺跡,【台東区】上野忍岡遺跡群,【墨田区】江東橋二丁目遺跡,【北
区】中里貝塚,【足立区】中曽根城跡,【葛飾区】鬼塚遺跡,【八王子市】石川天野遺跡,【府中市】
武蔵国府関連遺跡武蔵国庁推定地,【国分寺市】恋ヶ窪東遺跡・西国分寺地区遺跡,【多摩
市】和田西遺跡,【西東京市】下野谷遺跡,【日の出町】三吉野遺跡群(圏央道日の出I・C地区)

【映画】森と縄文人

23

平成
10年
(1998)
2月1日

千代田区

口頭
【千代田区】丸の内一丁目遺跡,【新宿区】河田町遺跡・荒木町遺跡・尾張藩上屋敷跡遺跡,【大
田区】久が原グリーンハイツ内遺跡,【板橋区】西台後藤田遺跡,【葛飾区】鬼塚遺跡,【八王子
市】尾崎遺跡,【立川市】立川氏館跡遺跡,【府中市】武蔵国府関連遺跡国府八幡神社周辺,【町
田市】多摩ニュータウンNo.313・960遺跡,【東村山市】下宅部遺跡,【国分寺市】武蔵国分寺跡,
【多摩市】和田西遺跡

24

平成
10年
(1998)
12月6日

立川市

口頭
【新宿区】尾張徳川家下屋敷跡,【文京区】讃岐高松藩松平家・陸奥守山藩松平家下屋敷遺跡,
【世田谷区】明治薬科大遺跡,【北区】赤羽台遺跡国立王子病院跡地地区,【葛飾区】柴又八幡
神社古墳,【府中市】武蔵国府関連遺跡中世武蔵府中並木西ビル地区,【国分寺市】武蔵国分
寺跡北方地区,【稲城市】瓦谷戸窯跡群,【あきる野市】代継・富士見台遺跡

【特別講演】橋口定志「中世居館研
究の現状」

25

平成
11年
(1999)
12月5日

中央区

口頭
【千代田区】栖岸院跡,【港区】汐留遺跡(陸奥仙台藩伊達家上屋敷庭園跡),【新宿区】北新宿
二丁目遺跡,【台東区】谷中三崎町遺跡(正運寺跡),【大田区】久原小学校内遺跡,【世田谷区】
不動橋横穴墓群,【葛飾区】葛西城跡,【府中市】武蔵国分寺跡関連遺跡・武蔵国府関連遺跡,
【東村山市】下宅部遺跡,【国分寺市】武蔵国分寺跡北方地区
誌上
【葛飾区】柴又八幡神社古墳

【特別講演】谷川章雄「江戸の武家
屋敷と庭園」

26

平成
12年
(2000)
12月3日

武蔵野市

口頭
【千代田区】飯田町遺跡,【中央区】日本橋二丁目遺跡,【文京区】真砂遺跡第Ⅴ地点,【大田区】
雪ヶ谷貝塚,【葛飾区】柴又八幡神社古墳,【八王子市】多摩ニュータウンNo.72遺跡・中野甲の
原遺跡,【府中市】武蔵国府関連遺跡(白糸台地域下層遺跡),【調布市】野水遺跡,【東村山市】
下宅部遺跡,【国分寺市】武蔵国分寺跡北方地区,【奥多摩町】海沢下野原遺跡
誌上
【新宿区】行元寺跡,【文京区】原町遺跡第Ⅲ地点,【台東区】上野桜木町遺跡,【足立区】千住宿
問屋場・貫目改所跡

27

平成
14年
(2002)
2月3日

港区

口頭
【新宿区】市谷本村町遺跡,【台東区】上車坂町遺跡,【北区】田端不動坂遺跡,【葛飾区】柴又八
幡神社古墳,【府中市】武蔵国分寺跡関連遺跡武蔵台西地区・武蔵国府関連遺跡,【調布市】下
布田古墳群,【国分寺市】武蔵国分寺跡北方地区,【国立市】四軒在家遺跡,【その他】山地域に
おける遺跡分布調査

【特別講演】澤田秀実「南武蔵の首
長墳」

28

平成
15年
(2003)
1月19日

三鷹市

口頭
【台東区】上野忍岡遺跡群上野動物園象舎地点・東京芸術大学地点,【墨田区】墨田区No.22遺
跡,【北区】西ヶ原貝塚,【荒川区】小塚原刑場跡遺跡,【八王子市】船田遺跡,【三鷹市】丸山A遺
跡,【府中市】武蔵国府関連遺跡,【町田市】田端遺跡,【東村山市】下宅部遺跡,【国分寺市】多
摩蘭坂遺跡第8地点・武蔵国分寺跡

【映画】小鹿田焼（桜映画社）

29

平成
16年

(2004)
2月1日

新宿区

口頭
【港区】萩藩毛利家屋敷跡遺跡,【新宿区】新宿六丁目遺跡・崇源寺・正見寺跡,【文京区】原町
東遺跡,【八王子市】子安台遺跡,【三鷹市】島屋敷遺跡,【府中市】武蔵府中熊野神社古墳,【国
分寺市】武蔵国分寺跡北方地区・多喜窪遺跡C地点,【大島町】家の上遺跡,【利島村】阿豆佐和
気命神社境内祭祀遺跡

【講演】阿部祥人「日本旧石器文化研
究の総合化にむけて」

30

平成
16年

(2004)
12月19日

青梅市

口頭
【台東区】駒形遺跡・向柳原町遺跡,【中野区】江古田遺跡,【八王子市】多摩ニュータウンNo.72
遺跡,【三鷹市】天文台構内遺跡,【青梅市】K-5遺跡・城の腰遺跡,【府中市】武蔵府中熊野神社
古墳,【国分寺市】武蔵国分僧寺跡

【講演】久保田正寿「石器作りの実
験考古学－両極敲打技法による「打
製石斧」の製作－」

31

平成
17年

(2005)
12月18日

文京区

口頭
【中央区】銀座八丁目遺跡,【文京区】東京大学本郷構内遺跡地震研究所総合研究棟地点,【世
田谷区】騎兵山遺跡,【北区】南橋遺跡第24地点,【練馬区】中村南遺跡第2地点,【三鷹市】御塔
坂横穴墓群,【府中市】武蔵国衙跡,【国分寺市】武蔵国分僧寺跡,【あきる野市】中高瀬遺跡

【映画】文京の史跡と文化財をたず
ねて

32

平成
19年
(2007)
1月14日

府中市

口頭
【墨田区】墨田区No.26遺跡,【世田谷区】桜木遺跡・堂ヶ谷戸遺跡,【三鷹市】天文台構内古墳,
【調布市・三鷹市】明治大学調布付属校用地遺跡(仮称),【日野市】神明上遺跡横穴墓群,【国
分寺市】武蔵国分僧寺跡

【公開討論会】坂誥秀一・佐藤　
信・後藤廣史・荒井健治・塚原二
郎・岡崎完樹「発掘調査成果からみ
た武蔵国府と国衙－国府の設置と
機能－」

33

平成
20年
(2008)
1月14日

台東区
口頭
【文京区】伝通院裏貝塚遺跡,【台東区】池之端七軒町遺跡,【北区】道合遺跡,【八王子市】小田
野遺跡,【府中市】武蔵国府関連遺跡,【調布市】御塔坂横穴墓群,【国分寺市】武蔵国分僧寺跡

【特別発表】飯塚武司「遺跡から考
える台東区の古代」
【公開講演】望月幹夫「東京国立博
物館と日本の考古学」

34

平成
21年

(2009)
2月11日

調布市

口頭
【千代田区】江戸城跡北の丸公園地区,【中野区】広町遺跡,【北区】西ヶ原貝塚,【葛飾区】葛西
城址,【八王子市】辺名遺跡,【府中市】国史跡武蔵府中熊野神社古墳,【国分寺市】武蔵国分僧
寺跡,【西東京市】下野谷遺跡

【特別発表】赤城高志「調布市内の
国指定史跡－下布田遺跡・深大寺
城跡の調査成果－」
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回
開催
年月日

開催地 発表遺跡等(口頭・誌上）
講演・討論会・

特別発表・映画等

35

平成
22年
(2010)
2月7日

墨田区

口頭
【港区】愛宕下遺跡,【墨田区】肥前平戸新田藩松浦家下屋敷跡・江東橋二丁目遺跡・本所御蔵
跡・陸軍被服廠跡,【杉並区】方南町峰遺跡群釜寺東(近隣第一)遺跡,【北区】中里峽上遺跡,
【八王子市】鶴舞遺跡,【三鷹市】天文台構内古墳,【府中市】武蔵国府跡,【国分寺市】武蔵国分
僧寺跡

【公開講演】谷川章雄「江戸の都市
空間と墨東の遺跡」

36

平成
22年
(2010)
12月12日

東村山市

口頭
【文京区】東京大学構内本郷六丁目町屋跡遺跡,【品川区】居木橋遺跡,【杉並区】光明院南遺
跡F地点,【北区】中里峽上遺跡,【板橋区】前野兎谷遺跡第3地点,【八王子市】平塚遺跡,【府中
市】武蔵国府跡御殿地地区(仮称),【調布市】飛田給北遺跡

【公開講演】千葉敏朗「下宅部遺跡
のその後と北川流域遺跡群」

37

平成
24年
(2012)
2月5日

江東区

口頭
【台東区】下谷同朋町遺跡,【江東区】江東区の遺跡,【北区】田端西台通遺跡・西ヶ原遺跡群御
殿前遺跡,【板橋区】志村城山遺跡第5地点,【八王子市】滝山高燥遺跡・梅坪・沖の前遺跡,【府
中市】武蔵国府関連遺跡,【日野市】山王上遺跡

【公開講演】梶ヶ山真里「骨考古学
と江戸時代人骨」

38

平成
25年
(2013)
2月17日

町田市

口頭
【新宿区】新小川町遺跡,【三鷹市】羽根沢台遺跡横穴墓群,【府中市】国史跡武蔵府中熊野神
社古墳,【調布市】入間町城山遺跡,【国分寺市】国史跡武蔵国分寺跡,【国立市】緑川東遺跡,
【狛江市】猪方小川塚古墳,【大島町】充仁荘遺跡

【公開講演】川口正幸「忠生遺跡－
市内最大の複合遺跡－」

39

平成
26年
(2014)
2月16日

品川区

口頭
【千代田区】有楽町一丁目遺跡,【港区】品川台場(第五)遺跡,【新宿区】市谷加賀町二丁目遺跡,
【文京区】国特別史跡及び特別名勝小石川後楽園,【北区】桐ヶ丘遺跡,【八王子市】国史跡八王
子城跡,【三鷹市】丸山B遺跡,【日野市】平山遺跡,【多摩市】和田・百草遺跡群

【公開講演】松原典明「大名墓から
見た品川区」

40

平成
27年
(2015)
2月15日

小平市

口頭
【港区】旗本花房家屋敷跡遺跡,【品川区】播磨国三日月藩森家上屋敷跡遺跡,【杉並区】白幡
遺跡,【北区】田端西台通遺跡,【府中市】国史跡武蔵府中熊野神社古墳,【小平市】鈴木遺跡,
【日野市】吹上遺跡,【多摩市】落川・一の宮遺跡

【公開講演】佐藤宏之「鈴木遺跡と
日本の旧石器時代研究」

41

平成
28年
(2016)
2月14日

目黒区

口頭
【文京区】祥雲寺跡,【目黒区】東山貝塚遺跡,【北区】御殿前遺跡・西ヶ原遺跡群七社神社前遺
跡,【練馬区】扇山遺跡,【葛飾区】古録天遺跡,【府中市】国史跡武蔵府中熊野神社古墳,【あき
る野市】水草木遺跡

【公開講演】小林謙一「目黒区大橋
遺跡と縄紋集落研究の新展開」

42

平成
29年
(2017)
2月19日

小金井市

口頭
【新宿区】新小川町遺跡・市谷本村町遺跡,【北区】十条台遺跡群(南橋遺跡),【板橋区】舟渡遺
跡,【八王子市】日向四谷遺跡,【府中市】武蔵台遺跡,【小金井市】市内所在の中世遺跡,【日野
市】平山遺跡

【公開講演】坂誥秀一「多摩の考古
学123年と小金井」

43

平成
30年
(2018)
2月18日

大田区

口頭
【新宿区】四谷一丁目遺跡,【品川区】南品川寺社門前遺跡,【大田区】新井宿横穴墓群・山王横
穴墓群,【世田谷区】下野毛遺跡,【府中市】武蔵国府関連遺跡,【調布市】入間町城山遺跡第
45・46地点,【小金井市】本町六丁目遺跡,【日野市】川辺堀之内遺跡,【多摩市】多摩市No.218遺
跡

【公開講演】浜田晋介「多摩川低地
の遺跡を考える－弥生・古墳時代を
事例にして－」

44

平成
31年
(2019)
2月17日

日野市
口頭
【新宿区】下落合二丁目遺跡・市谷本村町遺跡,【杉並区】向ノ原遺跡,【豊島区】池袋東貝塚,
【府中市】武蔵国府関連遺跡,【日野市】平山遺跡,【狛江市】宿屋敷西遺跡

【公開講演】清野利明「その時、歴
史が動いた！～日野の歴史の変換点
～」

45
令和2年
(2020)
2月15日

都議会
議事堂
１階都民
ホール

口頭
【港区】芝丸山第8号墳,【新宿区】四谷一丁目遺跡,【文京区】小日向一・二丁目南遺跡,【世田谷
区】天慶塚古墳,【八王子市】国史跡八王子城跡,【調布市】入間町城山遺跡,【小平市】鈴木遺
跡,【日野市】七ツ塚遺跡

【公開講演】伊藤敏行「東京都の文
化財保護と遺跡調査」

46
令和3年
(2021)
2月26日

－

誌上
【中央区】築地市場跡遺跡,【北区】道合遺跡,【練馬区】比丘尼橋遺跡C地点,【八王子市】国指
定史跡八王子城跡,【府中市】武蔵国府関連遺跡,【日野市】仁王塚遺跡(真慈悲寺関連),【清瀬
市】下宿内山遺跡

【紙面開催】新型コロナウィルス感染
症拡大防止のため

47
令和3年
(2021)
11月21日

世田谷区
口頭
【港区】高輪南町遺跡,【世田谷区】堂ヶ谷戸遺跡・下野田遺跡,【八王子市】国史跡八王子城跡,
【調布市】染地遺跡128地点,【小平市】国史跡鈴木遺跡

【公開講演】寺田良喜「古墳時代の
野毛と上毛野－石棺・埴輪・石製模
造品の生産と供給にみる首長間交
流－」
【オンライン開催】

48
令和5年
(2023)
1月22日

国分寺市

口頭
【新宿区】納戸町遺跡,【北区】十条台遺跡群南橋遺跡,【板橋区】成増天神脇遺跡横穴墓群,
【足立区】花畑遺跡,【江戸川区】上小岩遺跡,【国分寺市】武蔵国分僧寺跡－北方・推定中院地
区－・中藤新田分水跡(胎内堀),【東久留米市】川岸遺跡
誌上
【港区】国史跡旧新橋停車場跡及び高輪築堤跡

【公開講演】酒井清治「武蔵国分寺
跡の史跡指定に尽力した郷土史研
究者「稲村坦元」の事績」

49
令和6年
(2024)
3月3日

渋谷区
口頭
【墨田区】墨田区No.105遺跡,【世田谷区】六所東遺跡,【豊島区】南池袋遺跡,【北区】栄町貝塚,
【足立区】伊興・谷下・狭間遺跡,【小金井市】平代坂遺跡,【東久留米市】川岸遺跡

【公開講演】谷口康浩「縄文人骨研
究の現在」

註
＊遺跡名は、基本的に『発表要旨』の「目次」に記された発表時の遺跡名をそのまま転記。
＊「貝塚」や「跡」に続いて「遺跡」を記している例もそのまま転記。
＊「目次」記載の遺跡名に明らかな誤記がある場合は、『発表要旨』の「発表タイトル」に依拠。
＊同じ遺跡の複数回の発表で遺跡名の表記が異なる場合も、各発表年度での「目次」の遺跡名をそのまま転記。
＊遺跡名の他に地点名や地区名が『発表要旨』の「目次」ないし「発表タイトル」に記載の場合は、地点名や地区名も追加。
＊区市町村名は現行名に置換。
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